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次回の写真テーマ：「雨でも楽しい♪おでかけスポット教えて！」
ジメジメした梅雨を吹き飛ばす、気分リフレッシュなお出掛け先 おすすめを教えてください☆

朝顔の種をプランターにまきました。夏になって、きれいな花を咲かせてくれるのを楽しみにしています。オレンジサロンの
壁には、朝顔のパッチワークタペストリーが飾られています。
色とりどりの朝顔が咲くそのタペストリーは、
訪れる人をあたたかく迎えてくれます。
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参加者のコーナー
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第60回あさがおを開催しました！
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第 61 回 さくらカフェ

－毎月開催－
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オンラインでの参加希望の場合は、
事前に参加申込みをお願いいたします。

奇数月：「あさがお」または「ゆうがお」
オレンジサロンかみごとう

偶数月：さくらカフェ 鳥大がんセンターコラボ企画
会場で参加される方は、

事前申込は必要ありません。

鳥大がんセンター（コラボ企画）
第62回 あさがお

7月14日（月）13時～15時 オレンジサロンかみごとう

グループLINE

今月のテーマ「おすすめのお出かけスポット」



通信の感想・ご意見など、なんでもお気軽にお寄せ下さい。
医療法人養和会 松本 みゆき  0859-29-5351

matumoto_m@yowakai.com 養和会HP

当事者たちの声

今年7月で『あさがお』は、5周年を迎えます。そこで、「家族」をテーマに連載します。

がんと告知されたときの衝撃は、これまで生きてきた中で最大のものでした。「これからの生活はどうな
るのか」「子どもたちはどうしよう？」「お金はどれくらいかかるのか？」「仕事は続けられるのか？」—
—次々と不安や心配が押し寄せ、頭の中はいっぱいになりました。
幸い、治療は順調に進み、告知前と大きく変わらない生活を送ることができました。高額療養費制度によ

り金銭的な負担も軽減され、医療費の悩みはあるものの、家族そろって平穏な日常を過ごせていることに、
心から感謝しています。当たり前に思っていた毎日が、どれほど尊く大切なものかを実感しました。
告知から1年9ヶ月ほど経ったある日、仕事から帰宅すると、子どもたちが笑いながらお墓や仏壇の話をし

ていました。まだ生きているのに私の死後の話をしていることに、最初は少しだけ悲しさを感じました。で
も、子どもたちは「怖くない仏壇がいい」「仏壇らしくないやつがいい」などと、笑いながら自由に発想を
膨らませていたのです。私の病状が「ステージ4」であることを話したことで、「ヤバいがん～！」という
やりとりから、その話題になったとのことでした。
人は誰しも、いつか必ず死にます。子どもたちがその事実を自然に受け止め、私がいなくなった後も前向

きに生きていけると感じられたとき、怒りや悲しみではなく、安心の気持ちが芽生えました。
それからさらに5年が経ち、今では実際に仏壇を見ながら「これがいいね」「お母さん、仏壇はこれにしよ
う」と笑顔で話せる家族になりました。元気で一緒に生活できているからこそ、こんな会話も笑ってできる
のだと思います。
いつかその時が来たときのために、私は自分が望む生活や最期の治療について、子どもたちにしっかり想

いを伝えています。そして、それをきちんと受け止め、耳を傾けてくれる子どもたちに心から「ありがと
う」を伝えたいです。

つな実

アプリ内に登場する
アバター「とことこ」

最近気になったお役立ちアプリをご紹介！

ふと気づいたら、気持ちが重たくなってること、ありませんか？通院日管理アプリ
「michiteku YOHA（よは）」は、がんと向き合いすぎずに暮らすためのアプリです。

このアプリは、通院予定の管理機能と、通院までの気持
ちや体調の変化を簡単に記録できる日常記録機能を兼ね
備えています。
「日常モード」と「通院モード」を切り替えられるのが
特徴で、日常モードでは、暮らしの中で浮かぶ思いやモ
ヤモヤ、気になることをメモして日常へ戻るため、通院
モードでは、治療に関することや医師に話したいことな
ど、通院への準備に活用できます。治療や将来のことを
考えすぎることが多くなりがち。通院と日常生活を上手
に切り分け、バランスを保ちたい方におすすめです。
（詳細はコチラ： https://intro.michiteku.com/app）
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